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音の高さの知覚に生じる繋留効果に関する再検討潅‘
AnExperimentalReexaminationofAnchoringEffect
onthePerceptionofTone-height
l.目的
明るさ・色．持ち上げた錘の重さなど、知覚の様々な
様相において、対比効果が生じることはよく知られている。
刺激系列に極端な刺激が加えられると、系列刺激に対す
る判断値はその刺激に対する判断値とは反対方向に移動
する（対比効果)｡Helson(1964)は、我々の知覚や行
動は全て、両極性を持ち、その中央に基準点として中性
的な知覚・行動が存在すると考え、この基準点を順応水
準(Adaptation-level)と呼んだ。順応水準は、理論的
には焦点刺激・背景刺激・残余刺激の三者の加重対数平
均として算出されるが、実験的には「どちらでもない」
或いは「中くらい」といった知覚に対応する刺激の値と
して測定される。順応水準の概念から考えれば、対比の
現象は、順応水準が極端な刺激の値に近づくかたちで移
動することであるが、判断系列に、判断の対象ではない
刺激を挿入することでこのような効果が生じる場合、こ
れを繋留効果と呼んでいる。境(1989,1991,1994)は、音
の協和や音の高さに関してもこのような繋留効果が生じ
ることを見出した。特に境ら(1996)は、継起する2純音
の間に知覚されるピッチ・シフトを順応水準の移動と捉
えてこれを測定した。しかし、この実験では、防音を施し
た実験室内で個別の被験者について測定を行っており、
選定された先行刺激の範囲も狭かった。現実の環境での
聴取を考慮すると、先行音と系列刺激との周波数差はさ
らに大きいし、「静かな環境で耳を澄ます」といった特殊
な条件の下でなくてもそのような対比効果は生じると考
えられる。この点を考慮して、これまで錘の重さ・明るさ・
色相に関する判断において明確に得られてきた繋留効果が、
自由音場で広範な系列刺激についても生じることを確認
する目的で実験を行ったので報告する。
2.方法
［被験者］名古屋造形芸術大学の学生88名。
［装置］パーソナルコンピュータシステム(Apple,
PowerMacintoshG3/450)でシー ケンサソフトウェア(Mark
oftheUnicorn,DigitalPeriormer)を実行してUSBMIDI
インタフェイス(MarkoftheUnicorn,MicroExpress)を介
してシンセサイザ(YAMAHA,TX-81Z)を制御して音声
信号を発振し､これをCDライター (TEAC,CD-R8240SB)
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を用いてCDに記録した。
［手続き］教室内に着席した被験者群に対して、教室備
え付けのスピーカーを介してCDを再生し、持続時間
lMmsの純音を呈示して、「どちらとも言えない」を0，「非
常に高い」尺度に従って、音の高さに関する絶対判断を
行うようにを「3｣、「非常に低い」を「－3」とする7段
階評定を行い、記録用紙に判断を記入するよう求めた。
判断のための時間は4000msとした｡Db5=1110.60Hz,
Ab4=832.00Hz,Eb4=623.30Hz,Bb3=466.94Hz,F3=
349.23Hzの5音を系列刺激として呈示した。系列刺激を
ランダムに配列したものを1系列として10系列を反復し
たので、被験者はl条件につき50試行を経験することに
なる。繋留刺激を呈示しない繋留刺激非呈示(NひAnchor)
条件と、Gb5=1482.45HzとC3=261.63Hzとを繋留刺激と
して呈示する繋留刺激呈示条件(C3-Anchor･
Gb5-Anchor)を設けた。全ての呈示音について、ラウ
ドネスカ等しくなるようシンセサイザの出力を調整したが、
これは実験者が聴感的に行った。
［デー タ処理］3条件(No-Anchor･C3-Anchor･
Gb5-Anchor)×5系列刺激×10回反復呈示により、1名の
被験者につき、150判断のデータを得た。記録用紙への
記載の誤りによって、88名中7名の被験者のデータを棄
却した。通常、横軸に刺激値、縦軸に判断値をとったグ
ラフにおいて、判断値に直線を回帰し、回帰直線と判断
値の「0：どちらとも言えない」を通過する水平線との
交点の水平座標を順応水準の値とする。この方法では、
刺激値に対する判断値の分布が線型であることが前提と
されており、直線回帰が困難で分布に屈曲があるような
例にもこの方法をあてはめることには問題がある。従って、
個人別・条件別に回帰直線を求め、判断の分布の面から
被験者を三群に分けた。内訳は、表lの通りである。
表1データの分布型と精度による被験者群の分類
名称
第1群
第2群
第3群
計
内訳
3条件の平均評定値の分布が
いずれも線型
3条件の平均評定値の分布が
いずれも線型
3条件のうちいずれかひとつ
の条件でも平均評定値の分布
がいずれも非線型
分類基準
3条件の標準偏差の総和が平
均値十0.5標準偏差より高い
もの
3条件の標準偏差の総和が平
均値十0.5標準偏差より低い
もの
人数
41
12
28
81
注l：本研究は、1999年度名古屋造形芸術大学特別研究費の助成を受けて行われた。 89



